
は
じ
め
に

人
間
の
社
会
に
お
い
て
、
家
庭
と
婚
姻
と
は
密
接
な
関
係
を
有
し
て

い
る
。
婚
姻
は
家
庭
を
形
成
す
る
前
提
で
あ
り
、
家
庭
は
婚
姻
の
所
産

で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
婚
姻
関
係
の
研
究
と
は
、
家
庭
史
研
究
を
構
成

す
る
要
素
の
一
つ
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
中
古
の
時
代
に
お
い
て

(

１)

、

政
治
と
婚
姻
と
は
、
一
貫
し
て
門
閥
貴
族
の
地
位
を
揺
る
ぎ
な
い
も
の

と
し
続
け
た
側
面
を
持
つ
。
そ
の
う
ち
婚
姻
関
係
は
門
閥
貴
族
研
究
の

重
要
課
題
と
さ
れ
て
き
た
。
清
河
崔
氏
は
、
中
古
に
お
い
て
大
人
数
を

擁
し
た
名
族
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
の
基
礎
は
魏
晋
期
に
形
成
さ
れ
、
十

六
国
時
代
の
発
展
を
経
て
、
北
朝
に
至
っ
て
隆
盛
を
極
め
、
博
陵
崔
氏

と
名
声
を
等
し
く
す
る
大
族
と
な
っ
た
。
隋
・
唐
代
に
入
っ
て
か
ら
も
、

崔
氏
は
依
然
と
し
て
繁
栄
し
続
け
、
強
大
な
勢
力
を
維
持
し
た
。
し
か

し
そ
の
後
、
崔
氏
一
族
は
、
唐
末
五
代
を
経
て
宋
代
に
入
り
、
遂
に
衰

退
す
る
。
陳
寅
恪
氏
は
、
か
つ
て
唐
代
の
統
治
階
級
を

｢

関
隴
集
団｣

と

｢

山
東
士
族
集
団｣

に
区
分
さ
れ
た
が

(

２)

、
清
河
崔
氏
も
ま
た
山
東
集

団
の
代
表
的
な
士
族
の
一
つ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
唐
代
の
北
方
の

山
東
門
閥
貴
族
集
団
の
い
く
つ
か
の
面

と
り
わ
け
婚
姻
関
係
の
あ

り
方
に
つ
い
て
は
、
清
河
崔
氏
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
一
端

を
窺
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
が
本
論
文
が
清
河
崔
氏
を
取

り
上
げ
た
所
以
で
あ
る
。

歴
史
学
界
で
は
、
中
古
の
門
閥
貴
族
の
個
別
事
例
に
関
す
る
研
究
は

早
く
か
ら
始
ま
り
、
国
内
外
の
学
者
に
よ
っ
て
清
河
崔
氏
に
関
す
る
研

究
も
す
で
に
一
定
の
成
果
が
あ
が
っ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、
政
治
・

経
済
・
文
化
・
人
物
研
究
お
よ
び
考
古
資
料
の
整
理
な
ど
、
多
岐
に
わ

た
る
。
婚
姻
関
係
に
つ
い
て
も
幾
人
か
の
学
者
が
取
り
上
げ
て
お
り
、

各
方
面
か
ら
清
河
崔
氏
の
各
時
期
の
婚
姻
関
係
を
探
究
し
、
研
究
を
広
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く
豊
か
な
も
の
と
し
て
き
た

(

３)

。

門
閥
貴
族
と
し
て
の
清
河
崔
氏
は
、
中
古
の
幕
開
け
と
共
に
興
り
、

幕
切
れ
と
共
に
衰
微
し
た
の
で
あ
る
が
、
今
ま
で
の
研
究
で
は
依
然
と

し
て
北
朝
を
重
視
し
て
お
り
、
南
朝
お
よ
び
隋
唐
期
の
状
況
に
つ
い
て

は
体
系
的
な
検
討
が
不
足
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
う
え
研

究
の
重
点
は
、
往
々
に
し
て
婚
姻
関
係
が
門
閥
貴
族
の
政
治
・
社
会
的

地
位
に
与
え
た
影
響
に
偏
っ
て
お
り
、
清
河
崔
氏
の
婚
姻
関
係
に
つ
い

て
総
合
的
な
把
握
は
で
き
て
い
な
い
。
そ
こ
で
筆
者
は
、
主
に
全
体
的

な
視
点
か
ら
個
別
事
例
の
研
究
を
結
合
し
、
同
時
に
統
計
的
な
分
析
方

法
を
用
い
て
、
隋
唐
時
代
の
清
河
崔
氏
の
婚
姻
関
係
に
つ
い
て
基
礎
的

な
分
析
を
行
っ
て
み
た
い
。

一

婚
姻
関
係
の
政
治
性

魏
晋
南
北
朝
期
を
振
り
返
っ
て

門
閥
貴
族
の
婚
姻
関
係
が
政
治
性
を
帯
び
る
こ
と
は
、
学
界
で
は
す

で
に
定
説
と
な
っ
て
い
る
。
王
伊
同
氏
は
、
門
閥
貴
族
間
の
婚
姻
を

｢

通
家｣

と
称
し
、｢

名
門
の
家
は
結
婚
に
際
し
て
は
用
心
深
く
、
ほ
ぼ

等
し
い
家
柄
と
通
婚
す
る
。
通
家
は
共
に
助
け
合
い
、
朝
堂
を
満
た
す
。

広
く
各
方
面
で
力
を
持
つ
た
め
官
途
も
安
泰
と
な
る
。
ゆ
え
に
一
族
の

地
位
を
守
り
、
家
格
を
貶
め
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
通
家
は
有

効
な
手
段
で
あ
っ
た｣

と
指
摘
さ
れ
た

(

４)

。
婚
姻
へ
の
こ
の
よ
う
な
希
求

に
よ
っ
て
、
門
閥
ど
う
し
の
婚
姻
は
こ
の
隋
唐
期
に
と
り
わ
け
際
立
っ

て
現
れ
た
。
こ
の
種
の
婚
姻
は
、
董
家
遵
氏
が

｢

族
際
内
婚
制｣

と
称

さ
れ
た
よ
う
に

(

５)

、
明
ら
か
な
政
治
性
と
排
他
性
を
示
し
て
い
る
。
政
略

結
婚
は
門
閥
貴
族
の
婚
姻
の
核
で
あ
り
、
政
治
的
な
意
義
が

｢

男
女
両

性
の
間
の
社
会
関
係｣

と
い
う
婚
姻
の
基
本
的
な
意
味
を
遥
か
に
超
越

し
た
。
中
古
の
門
閥
貴
族
の
婚
姻
関
係
は
、
政
治
的
地
位
の
盛
衰
と
連

動
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
筆
者
は
こ
こ
で
先
人
の
論
を
繰
り
返
し
は
し

な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
政
略
結
婚
が
唐
代
ま
で
清
河
崔
氏
を
中
心
と
す

る
門
閥
貴
族
の
間
で
ど
の
よ
う
に
執
り
行
わ
れ
て
い
た
の
か
、
そ
の
具

体
像
を
検
討
し
て
み
た
い
。

清
河
崔
氏
は
、
中
古
の
全
時
代
を
通
し
門
閥
貴
族
と
し
て
の
地
位
を

保
ち
続
け
た
。
し
た
が
っ
て
、
唐
代
に
お
け
る
婚
姻
関
係
を
調
査
す
る

前
に
、
魏
晋
南
北
朝
期
の
清
河
崔
氏
の
発
展
と
そ
の
婚
姻
関
係
の
状
況

に
つ
い
て
、
簡
単
に
振
り
返
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

前
漢
初
年
、
崔
氏
は
清
河
・
博
陵
の
二
房
に
分
か
れ
、
前
漢
・
後
漢

は
清
河
崔
氏
の
一
族
の
発
展
期
と
な
り
、
曹
魏
時
代
の
崔
林
・
崔�
は

一
族
を
門
閥
貴
族
に
ま
で
昇
格
さ
せ
た
。
そ
の
子
孫
は
魏
晋
期
に
お
い

て
も
ま
た
官
職
を
受
け
継
い
で
は
い
た
が
、
全
体
的
に
見
て
、
一
族
の

業
は
草
創
期
の
ま
ま
と
い
え
、
門
閥
貴
族
と
し
て
の
政
治
・
経
済
・
文

化
の
基
礎
は
ま
だ
非
常
に
脆
弱
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
政
治
・

社
会
的
地
位
の
等
し
い
家
柄
同
士
の
政
略
結
婚
は
行
わ
れ
よ
う
が
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。
十
六
国
時
代
は
一
族
に
と
っ
て
激
動
の
時
代
で
あ
っ
た
。

清
河
崔
氏
は
、
元
来
の
比
較
的
安
定
し
た
状
態
か
ら
、
目
ま
ぐ
る
し
く

変
動
す
る
発
展
態
勢
に
入
っ
た
。
一
族
の
劇
的
な
動
き
は
、
一
族
の
房
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支
の
分
化
、
一
族
の
構
成
員
の
流
動
、
一
族
の
政
治
的
地
位
の
激
し
い

変
動
、
そ
し
て
一
族
の
思
想
意
識
の
全
面
的
な
変
化
な
ど
に
現
れ
た
。

こ
の
時
期
、
清
河
崔
氏
は
一
貫
し
て
極
め
て
不
安
定
な
発
展
状
態
に
あ

り
、
絶
え
ず
胡
族
の
政
権
間
を
立
ち
回
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら

の
政
権
の
統
治
者
た
ち
が
、
漢
族
士
大
夫
と
の
連
携
に
意
を
用
い
た
も

の
の
、
元
来
の
門
閥
貴
族
の
政
治
的
局
面
は
い
く
ら
か
破
壊
さ
れ
て
し

ま
っ
た
。
そ
の
た
め
、
清
河
崔
氏
の
一
族
の
構
成
員
は
、
最
も
基
本
的

な
生
存
と
発
展
の
権
利
だ
け
は
保
持
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
は
い
っ
て

も
、
一
族
の
政
治
的
地
位
は
も
は
や
保
証
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
ゆ
え
に
、

清
河
崔
氏
の
政
略
結
婚
も
ま
た
思
い
ど
お
り
に
実
現
す
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。清

河
崔
氏
は
南
北
朝
時
代
に
入
る
と
、
そ
れ
ま
で
の
蓄
積
に
よ
っ
て
、

一
族
の
経
済
・
政
治
・
文
化
の
基
礎
は
す
で
に
備
わ
り
、
政
略
的
に
婚

姻
関
係
を
取
り
結
ぶ
こ
と
が
よ
う
や
く
可
能
と
な
っ
た
。
北
朝
期
は
、

清
河
崔
氏
の
一
族
が
発
展
し
た
最
高
潮
の
時
代
と
言
え
る
。
十
六
国
時

代
の
官
歴
は
、
清
河
崔
氏
が
北
朝
に
仕
え
る
た
め
の
確
固
た
る
基
礎
を

築
い
た
。
経
済
面
で
は
、
一
族
の
発
展
が
戦
乱
の
た
め
に
特
に
中
断
さ

れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
た
め
、
経
済
的
な
地
盤
は
深
刻
な
破
壊
を
被
っ

て
は
い
な
い
。
政
治
面
で
は
、
胡
族
と
の
長
期
的
な
協
力
を
経
て
新
た

な
仕
官
経
験
を
多
く
積
み
重
ね
て
い
る
。
そ
し
て
思
想
意
識
の
面
で
は
、

胡
族
の
統
治
者
の
気
に
障
る
考
え
を
再
び
起
こ
す
は
ず
も
な
か
っ
た
。

こ
の
た
め
、
清
河
崔
氏
は
北
朝
に
仕
え
る
際
に
大
き
な
逆
風
と
紆
余
曲

折
を
経
験
し
て
い
な
い
。
北
朝
お
よ
び
十
六
国
時
代
は
、
と
も
に
胡
族

に
よ
る
政
権
が
主
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
北
朝
の
状
況
は
十
六

国
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
。
こ
こ
で
最
も
重
要
な
点
は
、
北
朝
が

門
閥
体
制
を
打
ち
立
て
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
体
制
は
、
門
閥
貴
族
の

発
展
に
制
度
上
の
保
証
を
提
供
し
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
ゆ
え
に
清
河

崔
氏
は
北
朝
期
以
降
、
政
治
的
地
位
に
お
い
て
次
第
に
台
頭
し
、
そ
の

い
く
つ
か
の
房
支
は
一
族
の
発
展
に
ピ
ー
ク
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
時
期
、
清
河
崔
氏
の
い
く
つ
か
の
房
支
は
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け

た
が
、
全
体
的
に
見
れ
ば
、
清
河
崔
氏
は
、
経
済
的
な
地
盤
や
政
治
的

な
地
位
お
よ
び
文
化
的
な
側
面
で
も
、
つ
ね
に
非
常
に
優
位
な
立
場
に

あ
っ
た
。
ま
さ
に
北
朝
に
あ
っ
て
、
清
河
崔
氏
は
正
真
正
銘
の
門
閥
貴

族
た
り
得
た
の
で
あ
る
。

南
朝
期
は
、
一
族
が
平
穏
に
発
展
し
て
い
っ
た
時
代
で
あ
る
。
十
六

国
・
南
北
朝
時
代
を
通
じ
て
、
清
河
崔
氏
の
南
朝
で
の
あ
り
方
に
は
特

色
が
あ
る
。
さ
し
た
る
被
害
も
受
け
て
お
ら
ず
、
か
と
い
っ
て
際
立
っ

た
発
展
も
せ
ず
、
穏
や
か
な
様
相
を
見
せ
て
い
る
。｢

門
閥
貴
族｣

と

い
う
こ
の
名
称
は
、
南
朝
の
清
河
崔
氏
に
と
っ
て
は
、
あ
ま
り
大
き
い

意
味
を
持
た
な
い
よ
う
で
あ
る
。
清
河
崔
氏
の
成
員
は
、
基
本
的
な
政

治
生
活
を
維
持
し
て
い
る
の
み
で
、
後
に
は
概
ね
南
朝
か
ら
北
朝
に
帰

順
す
る
傾
向
す
ら
見
せ
る
。

上
述
の
北
朝
と
南
朝
の
政
治
発
展
の
対
比
か
ら
は
、
婚
姻
関
係
の
範

囲
に
明
ら
か
な
差
異
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
、
北
魏

の
崔
宏
の
一
族
は
、
北
魏
前
期
、
赫
赫
た
る
政
治
的
地
位
に
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
通
婚
相
手
は
全
て
一
定
の
政
治
的
地
位
を
持
つ
漢
人
士
族
に
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限
ら
れ
、
北
魏
の
宗
室
や
庶
族
と
の
例
は
な
い
。
こ
れ
ら
漢
人
士
族
の

う
ち
、
大
部
分
は
清
河
崔
氏
と
同
じ
く
北
朝
に
仕
え
た
名
門
で
あ
り
、

范
陽
盧
氏
・
趙
郡
李
氏
・
太
原
王
氏
な
ど
の
よ
う
な
大
族
が
崔
氏
一
族

と
婚
姻
関
係
を
持
っ
た
。
し
か
し
南
朝
で
は
、
崔
遵
・
崔
輯
の
一
族
は

政
治
上
の
地
位
が
一
般
的
な
水
準
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
姻
戚
と
な
っ

た
者
の
多
く
は
平
原
明
氏
・
平
原
劉
氏
・
清
河
張
氏
・
清
河
房
氏
な
ど

の
一
般
的
な
士
族
で
あ
っ
た
。

以
上
が
清
河
崔
氏
の
魏
晋
南
北
朝
期
に
お
け
る
発
展
の
概
略
で
あ
り
、

こ
こ
か
ら
婚
姻
に
よ
る
政
治
的
な
結
び
付
き
を
形
成
し
、
か
つ
堅
固
な

も
の
と
す
る
た
め
に
は
、
門
閥
貴
族
の
経
済
上
・
政
治
上
の
文
化
水
準

が
い
か
に
重
要
で
あ
っ
た
か
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

筆
者
が
か
つ
て『

魏
書』

、『

北
斉
書』

、『
北
史』

、『

南
史』

、『

宋
書』

、

『

南
斉
書』

お
よ
び
趙
超

『

漢
魏
南
北
朝
墓
誌
彙
編』

(

天
津
古
籍
出
版

社
、
一
九
九
二
年
六
月)

を
も
と
に
、
南
北
朝
時
期
の
清
河
崔
氏
と
婚

姻
関
係
を
結
ん
だ
者
を
ま
と
め
た
と
こ
ろ
、
総
計
六
一
人
、
三
〇
郡
姓

に
の
ぼ
っ
た
。
そ
の
内
訳
は
、
宗
室
六
人
・
清
河
房
氏
七
人
・
平
原
明

氏
六
人
・
范
陽
盧
氏
五
人
・
清
河
張
氏
四
人
・
趙
郡
李
氏
三
人
・
太
原

郭
氏
三
人
・
平
原
劉
氏
三
人
・
隴
西
李
氏
一
人
・
太
原
王
氏
一
人
・
北

海
王
氏
一
人
・
平
原
杜
氏
一
人
・
河
東
柳
氏
一
人
・
河
東
裴
氏
一
人
・

清
河
傅
氏
一
人
・
渤
海
封
氏
一
人
・
彭
城
劉
氏
一
人
・
南
陽
趙
氏
一
人
・

南
陽�
氏
一
人
・
武
威
賈
氏
一
人
・
鉅
鹿
魏
氏
一
人
・
河
間�
氏
一
人
・

安
楽
蒋
氏
一
人
・
広
宗
陳
氏
一
人
・
遼
東
公
孫
氏
一
人
・
上
谷
王
氏
一

人
・
劉
氏
二
人
・
李
氏
二
人
・
金
氏
一
人
・
馮
氏
一
人
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
郡
姓
の
中
で
、
郡
望
が
不
明
な
劉
氏
・
李
氏
、
士
庶
の
身

分
が
不
確
定
で
あ
る
金
氏
・
馮
氏
を
除
い
て
、
そ
の
他
は
み
な
士
族
階

級
、
朝
廷
内
の
権
貴
、
そ
し
て
宗
室
の
一
員(

元
氏
・
高
氏)

で
あ
る
。

そ
の
中
に
は
、
清
河
崔
氏
の
地
位
に
匹
敵
す
る
范
陽
盧
氏
・
趙
郡
李
氏
・

隴
西
李
氏
・
太
原
王
氏
と
い
っ
た
名
門
の
姓
も
か
な
り
の
割
合
で
含
ま

れ
、
太
原
郭
氏
・
河
東
裴
氏
・
清
河
張
氏
・
清
河
房
氏
・
平
原
明
氏
な

ど
の
比
較
的
高
い
身
分
の
士
族
も
散
見
さ
れ
る
。
士
族
は
清
河
崔
氏
の

全
通
婚
者
中
、
七
九
％
を
占
め
て
お
り
、
全
体
的
に
南
北
朝
期
の
清
河

崔
氏
の
婚
姻
範
囲
は
士
族
内
に
限
定
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。
士
族
間

の
通
婚
は
、
往
々
に
し
て
一
族
出
身
者
が
身
を
置
い
て
い
る
政
治
的
地

位
の
高
低
と
連
動
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
門
閥
貴
族
の
婚
姻
関
係
が
政

治
性
を
帯
び
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
唐
代
の
清
河
崔
氏
の
婚
姻
関
係
は
ど
の
よ
う
な
様
相
を

呈
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
に
こ
の
点
を
見
て
み
た
い
。

二

政
略
結
婚
の
再
盛

隋
唐
時
代

検
討
に
入
る
前
に
、
ま
ず
明
確
に
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
点
が
あ

る
。
そ
れ
は
、
清
河
崔
氏
な
ど
の
門
閥
貴
族
は
、
決
し
て
幾
人
か
の
研

究
者
が
説
く
よ
う
に
、
隋
唐
以
降
は
没
落
し
て
そ
れ
き
り
振
る
わ
な
く

な
っ
た
と
い
う
の
で
は
な
く

(

６)

、
新
た
な
姿
を
以
て
な
お
当
時
の
歴
史
の

舞
台
に
活
況
を
も
た
ら
し
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
唐
代
に
門
閥
貴
族
が

存
在
し
、
繁
栄
し
た
こ
と
は
、
本
稿
の
立
論
上
の
基
礎
と
な
る
と
こ
ろ
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だ
か
ら
で
あ
る
。

南
北
朝
の
対
立
か
つ
分
裂
し
た
局
面
は
、
隋
王
朝
の
統
一
と
同
時
に

終
止
符
が
打
た
れ
た
。
隋
が
中
国
を
統
一
し
た
後
、
清
河
崔
氏
の
い
く

つ
か
の
房
支
の
政
治
的
地
位
は
、
門
閥
制
度
の
破
壊
の
た
め
に
い
く
ら

か
力
を
削
が
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
政
略
結
婚
の
面
で
は
家
柄
は
依
然
と

し
て
重
要
視
さ
れ
て
い
た
。『

隋
書』

巻
七
六
、
文
学
・
崔�
伝
に
、

越
国
公
楊
素
時
方
貴
倖
、
重�
門
地
、
為
子
玄
縦
娶
其
女
為
妻
。

聘
礼
甚
厚
。
親
迎
之
始
、
公
卿
満
座
、
素
令
騎
迎�
、�
故
敝
其

衣
冠
、
騎
驢
而
至
。
素
推
令
上
座
、�
有
軽
素
之
色
、
礼
甚
倨
、

言
又
不
遜
。
素
忿
然
払
衣
而
起
、
竟
罷
座
。
後
数
日
、�
方
来
謝
、

素
待
之
如
初
。

と
あ
る
よ
う
に
、
崔�
は
娘
を
楊
素
の
子
、
楊
玄
縦
に
嫁
が
せ
て
い
る
。

ま
た

『

隋
書』

巻
八
〇
、
列
女
・
趙
元
楷
妻
伝
は
、
天
水
の
趙
元
楷
が

崔�
の
娘
を
娶
っ
た
こ
と
を
載
せ
、

元
楷
父
為
僕
射
、
家
富
於
財
、
重
其
門
望
、
厚
礼
以
聘
之
。
元
楷

甚
敬
崔
氏
、
雖
在
宴
私
、
不
妄
言
笑
、
進
止
容
服
、
動
合
礼
儀
。

と
、
崔�
に
は
権
力
者
の
楊
素
を
見
く
び
る
心
が
あ
っ
た
こ
と
、
趙
元

楷
に
は
財
産
も
権
勢
も
備
わ
っ
て
い
た
も
の
の
、
崔�
の
娘
を
娶
る
た

め
に
、｢

厚
礼
聘
之｣

と
い
う
態
度
を
必
要
と
し
た
こ
と
を
記
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
家
柄
の
観
念
は
、
婚
姻
に
引
き
続

き
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
、
す
ぐ
に
消
え
去
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。

唐
王
朝
が
建
国
さ
れ
る
と
、
か
つ
て
華
々
し
い
一
時
代
を
築
い
て
い

た
門
閥
貴
族
の
清
河
崔
氏
は
、
新
た
な
発
展
段
階
に
入
っ
た
。
こ
の

｢

門
閥
貴
族｣

と
い
う
名
称
に
は
、
新
た
な
含
み
が
与
え
ら
れ
、
清
河

崔
氏
の
政
治
的
・
社
会
的
地
位
に
は
一
連
の
変
化
が
現
れ
た
。
政
治
構

造
・
統
治
秩
序
・
生
存
環
境
な
ど
多
種
多
様
な
要
素
の
変
化
に
よ
り
、

清
河
崔
氏
は
未
だ
か
つ
て
な
い
新
た
な
挑
戦
の
機
会
に
遭
遇
し
、
ま
た

そ
の
発
展
を
促
進
す
る
新
た
な
好
機
に
恵
ま
れ
た
。
清
河
崔
氏
を
代
表

的
な
門
閥
貴
族
と
す
る
の
は
、
南
北
朝
の
衰
微
と
隋
唐
の
統
一
に
よ
っ

て
も
そ
の
影
響
力
を
失
わ
ず
、
一
定
の
政
治
的
・
社
会
的
地
位
を
保
持

し
続
け
た
点
に
あ
る
。
清
河
崔
氏
の
内
部
で
は

｢

盛
衰｣

の
状
況
を
呈

し
て
い
た
。
こ
の
時
期
の
門
閥
貴
族
は
、
魏
晋
南
北
朝
期
の
門
閥
制
度

の
保
証
を
失
い
、
一
族
の
地
位
を
保
つ
こ
と
は
、
主
に
一
族
の
者
の
個

人
的
な
奮
闘
に
か
か
っ
て
い
た
。
ま
た
、
新
た
な
王
朝
の
建
国
に
伴
い
、

一
連
の
影
響
が
清
河
崔
氏
の
政
治
的
地
位
に
及
ん
だ
。
と
り
わ
け
重
要

な
の
は
、
官
修
の
氏
族
譜
の
編
纂
と
科
挙
制
の
導
入
で
あ
り
、
そ
れ
ら

は
プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス
の
両
面
で
崔
氏
に
影
響
を
与
え
た
が
、
全
体
か

ら
言
え
ば
、
新
時
代
の
清
河
崔
氏
は
時
代
が
突
き
付
け
る
要
求
と
正
面

か
ら
向
き
合
い
、
粘
り
強
い
生
命
力
と
積
極
的
な
向
上
心
を
示
し
、
新

た
な
姿
で
隋
唐
の
歴
史
の
舞
台
で
活
躍
し
た
と
い
え
る
。

以
上
の
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
ま
ず
隋
唐
時
代
全
般
に
わ
た
る
清
河

崔
氏
の
婚
姻
範
囲
を
考
察
し
て
い
こ
う
。
現
在
、
唐
代
の
清
河
崔
氏
の

婚
姻
状
況
に
関
し
て
は
、
大
量
の
墓
誌
の
出
土
と
野
史
・
随
筆
資
料
の

多
様
さ
に
よ
り
、
研
究
資
料
の
供
給
源
は
極
め
て
豊
か
と
い
え
る
。
本

論
文
で
は
、
正
史
に
は
主
に

『

隋
書』

、
両

『

唐
書』

、
随
筆
資
料
は
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『

唐
語
林』

、『

金
華
子』

、『

太
平
広
記』

な
ど
に
依
拠
し
、
墓
誌
資
料

は
『

全
唐
文』

、
唐
代
の
文
集
、『

唐
代
墓
誌
彙
編』

(

周
紹
良
主
編
、

上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
二
年
十
一
月)

、『

唐
代
墓
誌
彙
編
続
集』

(

周
紹
良
・
趙
超
主
編
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
一
二
月)

お
よ
び

『
洛
陽
新
獲
墓
誌』

(

李
献
奇
・
郭
引
強
編
著
、
文
物
出
版
社
、

一
九
九
六
年
十
月)
な
ど
を
参
照
し
た
。
史
料
の
渉
猟
を
通
し
て
、
筆

者
は
、
隋
唐
期
に
清
河
崔
氏
と
の
間
に
婚
姻
関
係
が
生
じ
た
者
の
総
計

一
八
三
人
、
六
〇
郡
姓
に
及
ぶ
デ
ー
タ
を
得
た
。
そ
の
内
訳
は
、
宗
室

四
人
・
范
陽
盧
氏
三
七
人
・
隴
西
李
氏
二
六
人
・�
陽
鄭
氏
二
五
人
・

太
原
王
氏
一
三
人
・
趙
郡
李
氏
七
人
・
姑
臧
李
氏
八
人
・
京
兆
韋
氏
三

人
・
京
兆
杜
氏
一
人
・
京
兆
王
氏
一
人
・
河
東
裴
氏
二
人
・
河
東
柳
氏

一
人
・
河
東
薛
氏
一
人
・
弘
農
楊
氏
三
人
・
清
河
張
氏
一
人
・
南
陽
張

氏
一
人
・
呉
郡
張
氏
一
人
・
北
地
張
氏
一
人
・
渤
海
封
氏
一
人
・
渤
海

高
氏
一
人
・
渤
海
李
氏
一
人
・
渤
海
刀
氏
一
人
・
琅
邪
王
氏
二
人
・
琅

邪
支
氏
一
人
・
天
水
趙
氏
二
人
・
南
陽
趙
氏
一
人
・
南
陽
李
氏
一
人
・

河
間�
氏
一
人
・
扶
風
馬
氏
一
人
・
平
原
明
氏
一
人
・
潁
川
許
氏
一
人
・

濮
陽
呉
氏
一
人
・
彭
城
劉
氏
一
人
・
彭
城
桂
氏
一
人
・
広
平
宋
氏
一
人
・

遼
東
李
氏
一
人
・
上
党
樊
氏
一
人
・
処
州
盧
氏
一
人
・
河
南
于
氏
一
人
・

鉅
鹿
魏
氏
一
人
・
金
城
申
氏
一
人
・
東
平
程
氏
一
人
・
蘭
陵
蕭
氏
一
人
・

并
州
田
氏
一
人
・
敦
煌
□
氏
一
人
・
李
氏
四
人
・
王
氏
一
人
・
鄭
氏
一

人
・
源
氏
二
人
・
路
氏
一
人
・
陸
氏
一
人
・
輔
氏
一
人
・
盧
氏
一
人
・

于
氏
一
人
・
竇
氏
一
人
・
姚
氏
一
人
・
林
氏
一
人
・
屈
突
氏
一
人
・
申

屠
氏
一
人
・
爾
朱
氏
一
人
で
あ
る
。

こ
の
一
八
三
人
の
う
ち
、
郡
望
の
不
明
な
者
七
人
、
士
庶
の
身
分
を

確
定
で
き
な
い
者
一
二
人
を
除
き
、
そ
の
他
は
み
な
士
族
階
級
か
宗
室

の
一
員

(

楊
氏
・
李
氏)

で
あ
り
、
全
体
の
八
九
％
を
占
め
て
い
る
。

こ
の
数
字
は
隋
唐
期
の
清
河
崔
氏
の
婚
姻
範
囲
も
南
北
朝
期
と
同
じ
く
、

依
然
と
し
て
士
族
間
で
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
。

次
に
、
さ
ら
に
踏
み
込
ん
で
隋
唐
期
の
清
河
崔
氏
の
六
つ
の
房
が
結

ん
だ
婚
姻
関
係
を
個
別
に
考
察
し
、
具
体
的
に
士
族
間
の
通
婚
が
、
各

房
支
の
政
治
的
・
社
会
的
地
位
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
作
用
し
た
の
か

を
見
て
い
き
た
い

(

７)

。

１
、
鄭
州
崔
氏

鄭
州
崔
氏
は
崔
彦
璋
・
崔
彦
穆
・
崔
彦
昇
の
三
つ
の
一
族
か
ら
な
り
、

そ
の
通
婚
相
手
の
内
訳
は
、
太
原
王
氏
一
人
・�
陽
鄭
氏
二
人
・
京
兆

韋
氏
一
人
・
清
河
張
氏
一
人
・
広
平
宋
氏
一
人
・
隴
西
李
氏
二
人
・
彭

城
桂
氏
一
人
・
渤
海
李
氏
一
人
・
屈
突
氏
一
人
・
鄭
氏

(

郡
望
不
詳)

一
人
・
源
氏
一
人
・
宗
室
一
人
で
あ
る
。
清
河
崔
氏
の
隋
代
の
婚
姻
関

係
に
つ
い
て
の
資
料
は
比
較
的
少
な
く
、
こ
の
一
族
に
関
し
て
は
た
だ

崔
君
綽
の
娘
が
隋
・
文
帝
の
時
に
入
宮
し
た
記
載
が
存
在
す
る
の
み
で

あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
隋
の
建
国
初
期
に
政
治
的
地
位
の
足
固
め

の
た
め
に
、
崔
氏
が
依
然
と
し
て
宗
室
と
の
通
婚
と
い
う
策
を
採
っ
て

い
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
後
、
崔
君
綽
は
太
子
楊
勇
の
一
党

と
共
に
死
刑
に
処
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
娘
が
入
宮
し
て

い
た
た
め
幸
い
に
し
て
一
死
を
免
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
政
略
結
婚
は
、
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や
は
り
一
定
の
効
果
を
発
揮
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
唐
代
の
婚
姻
範

囲
に
関
し
て
言
え
ば
、
名
門
と
の
通
婚
の
例
ば
か
り
で
な
く
、
一
般
的

な
士
族
と
の
婚
姻
関
係
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
特
徴
が
形
作
ら
れ
た
の

は
、
唐
の
朝
廷
が
名
門
の
婚
姻
に
関
す
る
政
策
を
行
っ
た
こ
と
と
関
連

し
て
い
る
。
唐
・
高
宗
の
顕
慶
四
年

(

六
五
九)

、
命
令
を
下
し
て
七

姓
の
名
族
に
勝
手
に
婚
姻
を
行
う
こ
と
を
禁
じ
た
。
こ
の
こ
と
は
清
河

崔
氏
の
婚
姻
範
囲
に
も
影
響
を
与
え
、
源
氏
・
京
兆
韋
氏
・
清
河
張
氏
・

広
平
宋
氏
と
の
通
婚
は
み
な
こ
の
禁
令
が
公
布
さ
れ
て
間
も
な
い
時
期

に
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
開
元
年
間

(

七
一
三
〜
七
四
一)

以
降
、

清
河
崔
氏
は
、
太
原
王
氏
・�
陽
鄭
氏
・
隴
西
李
氏
と
ま
た
頻
繁
に
通

婚
す
る
よ
う
に
な
る
。
時
が
経
つ
に
つ
れ
て
、
顕
慶
の
禁
令
の
効
力
は

次
第
に
弱
ま
り
、
七
姓
の
名
族
ど
う
し
の
通
婚
は
再
び
ピ
ー
ク
を
迎
え

る
の
で
あ
る
。

２
、
許
州�
陵
房

許
州�
陵
房
の
他
氏
と
の
婚
姻
に
関
す
る
資
料
は
、
主
に
崔
知
温
の

一
族
に
集
中
し
て
い
る
。

崔
知
温
一
族
の
通
婚
相
手
の
内
訳
は
、
京
兆
杜
氏
一
人
・
范
陽
盧
氏

一
人
・
隴
西
李
氏
一
人
・
濮
陽
呉
氏
一
人
・
河
東
裴
氏
一
人
・
彭
城
劉

氏
一
人
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
范
陽
盧
氏
と
隴
西
李
氏
は
七
姓
の
名
門

に
属
し
、
崔
知
温
の
一
族
で
こ
の
両
氏
と
通
婚
し
た
崔
泰
之
は
ち
ょ
う

ど
仕
官
の
最
高
位
に
あ
っ
た
。
京
兆
杜
氏
と
河
東
裴
氏
は
七
姓
の
名
門

か
ら
外
れ
る
と
は
い
っ
て
も
、
当
時
の
地
位
は
比
較
的
高
く
、
門
閥
貴

族
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
一
族
の
婚
姻
関
係
は
、

主
に
名
門
士
族
間
の
通
婚
に
拠
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

３
、
南
祖
崔
氏

南
祖
崔
氏
の
他
氏
と
の
婚
姻
に
関
す
る
資
料
は
、
主
に
崔
融
と
崔
義

玄
の
一
族
に
集
中
し
て
い
る
。

崔
融
の
一
族
と
の
通
婚
相
手
の
内
訳
は
、
趙
郡
李
氏
一
人
・
河
東
裴

氏
一
人
・
隴
西
李
氏
二
人
・
河
東
柳
氏
一
人
・
姑
臧
李
氏
三
人
・
范
陽

盧
氏
三
人
・�
陽
鄭
氏
二
人
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
趙
郡
李
氏
・
隴
西

李
氏
・
范
陽
盧
氏
・�
陽
鄭
氏
は
七
姓
の
名
門
で
、
全
部
で
八
人
お
り
、

全
体
の
六
七
％
を
占
め
る
。
河
東
柳
氏
・
姑
臧
李
氏
・
河
東
裴
氏
も
当

時
の
大
姓
で
、
崔
融
の
一
族
は
、
他
氏
と
の
通
婚
は
基
本
的
に
名
門
の

範
囲
内
で
行
っ
て
い
た
と
い
え
る
。

崔
義
玄
の
一
族
と
通
婚
関
係
に
あ
っ
た
者
の
内
訳
は
、
趙
郡
李
氏
二

人
・
宗
室
一
人
で
あ
る
。
こ
の
一
族
に
関
す
る
資
料
は
比
較
的
少
な
い

が
、
趙
郡
李
氏
は
七
姓
の
名
門
に
属
し
、
義
玄
の
一
族
と
他
氏
と
の
婚

姻
が
基
本
的
に
名
門
の
範
囲
内
で
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い

る
。４

、
清
河
大
房

清
河
大
房
と
他
氏
と
の
婚
姻
に
関
す
る
資
料
は
、
主
に
崔�
の
一
族

に
集
約
さ
れ
る
。

崔�
の
一
族
と
通
婚
関
係
に
あ
っ
た
者
の
内
訳
は
、
隴
西
李
氏
四
人
・
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趙
郡
李
氏
一
人
・�
陽
鄭
氏
六
人
・
范
陽
盧
氏
四
人
・
太
原
王
氏
二
人
・

姑
臧
李
氏
二
人
・
京
兆
韋
氏
二
人
・
弘
農
楊
氏
二
人
・
天
水
趙
氏
一
人
・

渤
海
封
氏
一
人
・
河
東
薛
氏
一
人
・
姚
氏
一
人
・
鉅
鹿
魏
氏
一
人
・
南

陽
張
氏
一
人
・
南
陽
李
氏
一
人
・
扶
風
馬
氏
一
人
・
清
河
張
氏
一
人
・

遼
東
李
氏
一
人
・
処
州
盧
氏
一
人
・
竇
氏
一
人
・
河
南
于
氏
一
人
・
宗

室
一
人
で
あ
る
。
隋
代
、
崔�
の
娘
は
弘
農
の
楊
素
の
息
子
と
通
婚
し

て
い
る
。
楊
素
が
そ
の
子
に
崔�
の
娘
を
娶
ら
せ
た
際
、

素
推
令
上
座
、�
有
軽
素
之
色
、
礼
甚
倨
、
言
又
不
遜
。

と
あ
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
崔�
は
隋
代
に
入
っ
て
か
ら

も
、
依
然
と
し
て
比
較
的
高
い
地
位
を
保
ち
続
け
、
当
時
同
じ
く
高
い

地
位
に
あ
っ
た
弘
農
楊
氏
と
通
婚
し
、
よ
り
い
っ
そ
う
そ
の
政
治
的
地

位
を
高
か
ら
し
め
た
。
唐
代
に
お
い
て
は
、
こ
の
一
族
と
通
婚
し
た
家

柄
の
う
ち
、
七
姓
の
名
門
が
合
計
一
七
人
、
そ
の
他
に
婚
姻
関
係
を
結

ん
だ
姑
臧
李
氏
・
京
兆
韋
氏
・
弘
農
楊
氏
・
天
水
趙
氏
・
渤
海
封
氏
・

河
東
薛
氏
・
南
陽
張
氏
・
南
陽
李
氏
・
清
河
張
氏
の
よ
う
な
一
族
も
、

当
時
の
地
位
は
比
較
的
に
高
く
、
崔�
の
一
族
と
他
氏
と
の
婚
姻
関
係

が
基
本
的
に
名
門
の
士
族
の
範
囲
内
で
行
わ
れ
、
一
族
の
構
成
員
の
政

治
的
地
位
が
高
く
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
通
婚
範
囲
も
同
様
に
普
通
の

士
族
と
な
っ
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

５
、
清
河
小
房

清
河
小
房
と
他
氏
と
の
婚
姻
に
関
す
る
資
料
は
、
主
に
崔
玄
覧
の
一

族
と
崔
玄
弼
の
一
族
の
も
の
と
に
集
約
さ
れ
る
。

崔
玄
覧
の
一
族
と
通
婚
関
係
に
あ
っ
た
者
の
内
訳
は
、
隴
西
李
氏
六

人
・
太
原
王
氏
三
人
・
范
陽
盧
氏
十
人
・�
陽
鄭
氏
九
人
・
姑
臧
李
氏

一
人
・
趙
郡
李
氏
一
人
で
あ
る
。
崔
玄
弼
の
一
族
と
通
婚
関
係
に
あ
っ

た
者
の
内
訳
は
、
隴
西
李
氏
二
人
・
太
原
王
氏
二
人
・
范
陽
盧
氏
七
人
・

�
陽
鄭
氏
一
人
・
姑
臧
李
氏
一
人
で
あ
る
。
全
て
五
姓
の
名
門
で
あ
り
、

こ
れ
は
そ
の
赫
々
た
る
政
治
的
地
位
と
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
。

以
上
、
隋
唐
期
の
清
河
崔
氏
の
婚
姻
関
係
の
総
体
的
な
統
計
と
、
そ

れ
ぞ
れ
の
主
要
な
房
支
の
婚
姻
関
係
の
個
別
研
究
を
通
じ
て
、
中
古
の

門
閥
貴
族
の
婚
姻
関
係
と
政
治
的
地
位
の
高
低
と
は
連
動
し
て
い
る
こ

と
が
い
っ
そ
う
明
ら
か
と
な
っ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
房
支
に
お
け
る
人
員
の
分
布
か
ら
見
て
み
る
と
、
鄭
州

崔
氏
一
四
人
・
許
州�
陵
房
六
人
・
南
祖
崔
氏
一
六
人
・
清
河
大
房
四

〇
人
・
清
河
小
房
四
六
人
・
清
河
青
州
房
五
人
で
あ
る
。
各
房
と
通
婚

し
た
者
の
う
ち
、
清
河
小
房
と
通
婚
し
た
人
数
が
第
一
位
で
あ
り
、
こ

の
こ
と
は
小
房
の
政
治
的
地
位
の
高
さ
と
合
致
す
る
。
五
代
・
劉
崇
遠

撰

『

金
華
子』

巻
下
に
、

崔
氏
博
陵
与
清
河
、
亦
上
下
其
望
族
。
…
…
清
河
崔
氏
亦
小
房
最

専
清
美
之
称
。

と
あ
り
、『

旧
五
代
史』

巻
九
三
、
晋
書
、
李
専
美
伝
に
、

姑
臧
大
房
、
与
清
河
小
房
崔
氏
・
北
祖
第
二
房
盧
氏
・
昭
国
鄭
氏

為
四
望
族
。

と
あ
る
。
墓
誌
に
も
ま
た
、『

唐
代
墓
誌
彙
編』

大
和
〇
四
六

｢

唐
故
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試
太
常
寺
太
祝
范
陽
盧
府
君
妻
清
河
崔
夫
人
墓
誌
銘｣

に
、

言
門
戸
者
為
清
河
小
房
、
世
胄
軒
冕
、
人
得
而
称
之
。

と
あ
り
、『

唐
代
墓
誌
彙
編』

乾
符
〇
〇
四

｢

唐
故
振
武
観
察
支
使
将

仕
郎
試
大
理
評
事
兼
監
察
御
史
里
行
清
河
崔

(

茂
藻)

府
君
墓
誌
銘｣

に
も
、自

元
魏
以
降
、
至
于
国
朝
、
冠
婚
之
盛
、
首
于
甲
乙
方
。
今
推
門

族
、
必
曰
崔
氏
小
房
為
閥
閲
之
最
也
。

と
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
小
房
が
諸
房
の
第
一
位
と
記
さ
れ
て
い
る
。
以

上
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
清
河
崔
氏
一
門
の
中
で
の
各
房
支
の
地
位
は

横
並
び
で
は
な
く
、
清
河
小
房
が
六
房
の
中
で
最
も
高
い
地
位
に
あ
っ

た
。
ま
た
こ
こ
か
ら
も
、
中
古
に
お
け
る
婚
姻
関
係
の
変
化
と
政
治
的

地
位
の
高
低
に
は
関
連
性
が
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
。

唐
代
の
門
閥
貴
族
の
政
治
的
婚
姻
関
係
に
は
、
さ
ら
に
グ
ル
ー
プ
化

の
特
徴
が
現
れ
る
。
清
河
崔
氏
と
通
婚
し
た
士
族
の
う
ち
、
范
陽
盧
氏
・

隴
西
李
氏
・�
陽
鄭
氏
・
太
原
王
氏
・
趙
郡
李
氏
・
姑
臧
李
氏
が
清
河

崔
氏
と
通
婚
し
た
人
数
の
大
半
で
あ
り
、
合
わ
せ
て
一
一
五
人
、
士
族

の
人
数
の
六
九
％
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
化
と
い
う
現
象
は
、

唐
代
の
清
河
崔
氏
は
盧
・
李
・
鄭
・
王
の
よ
う
な
名
門
間
で
の
通
婚
が

婚
姻
関
係
の
中
で
主
導
的
な
地
位
を
占
め
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、

こ
の
現
象
は
既
に
当
時
の
人
々
の
認
め
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
た
。
名

門
と
の
通
婚
例
を
見
て
み
る
と
、『

唐
代
墓
誌
彙
編』

乾
符
〇
二
〇

｢(

崔
曄)

亡
室
姑
臧
李
氏
墓
誌
銘｣

に
よ
れ
ば
、
唐
の
姑
臧
李
氏
の
一

門
は
、
四
代
に
渡
っ
て
清
河
崔
氏
と
通
婚
し
て
い
る
。
崔
従
は
夫
人
が

姑
臧
李
氏
。
崔
慎
由
は
夫
人
こ
そ
范
陽
盧
氏
で
あ
る
が
、
娘
が
姑
臧
李

氏
に
嫁
い
で
い
る
。
姑
臧
の
李
僑
は
夫
人
が
清
河
大
房
の
崔
庭
曜
の
娘
。

李
僑
の
子
、
姑
臧
の
李
応
は
夫
人
が
清
河
の
崔
少
通
の
娘
。
李
応
の
子
、

李
隲
は
夫
人
が
清
河
小
房
の
崔�

の
娘
。
そ
し
て
李
隲
は
娘
の
李
氏

(

道
因)

が
清
河
大
房
の
崔
曄
に
嫁
い
で
い
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

崔
従
・
崔
慎
由
・
崔�

な
ど
は
、
み
な
清
河
崔
氏
の
政
治
的
地
位
を
唐

代
に
あ
っ
て
高
か
ら
し
め
て
い
る
。
姑
臧
李
氏
と
の
通
婚
は
、
既
得
の

政
治
的
地
位
を
維
持
し
堅
固
に
す
る
た
め
の
有
効
な
方
法
で
あ
っ
た
。

そ
の
他
の
例
で
は
、『

唐
代
墓
誌
彙
編』

大
中
〇
八
〇

｢

唐
故�
州
雍

丘
県
尉
清
河
崔(

樅)

府
君
夫
人
范
陽
盧
氏
合�付
墓
誌
銘｣

の
よ
う
に
、

盧
氏
与
崔
王
等
五
姓
聯
於
天
下
。

と
あ
り
、
大
中
〇
九
〇

｢

□
□
□
□
□
使
持
節
曹
州
諸
軍
事
守
曹
州
刺

史
賜
紫
金
魚
袋
清
河
崔

(�)
府
君
墓
誌
銘｣

に
、

(

崔
氏)

与
王
鄭
盧
皆
山
東
鼎
族
、
宦
媾
之
盛
、
時
無
与
倫
。

と
あ
り
、
宝
暦
〇
二
一

｢

唐
河
中
府
猗
氏
県
主
簿
盧

(

伯
卿)

公
故
夫

人
清
河
崔
氏
墓
誌
銘｣

に
、

(

李
・
盧
・
崔)

海
内
言
族
□
推
婚
姻
・
挙
門
風
・
論
人
物
者
、

号
三
宗
為
鼎
甲
。

と
あ
り
、
元
和
〇
八
九

｢

唐

(

崔
泰
之
妻)

隴
西
郡
君

(

李)

夫
人
墓

誌
銘｣
に

崔
李
二
門
、
即
自
命
氏
已
来
、
号
為
名
族
、
婚
姻�
冕
、
家
牒
詳

焉
。

と
あ
り
、
乾
寧
〇
〇
七

｢

故
右
拾
遺
清
河
崔

(

艤)

府
君
与�
陽
鄭
氏
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夫
人
合�付
墓
銘｣

に
、

我
家

(

隴
西
李
氏)

与
崔
氏
世
接
姻
媾
、
追
栄
秦
晋
。

と
あ
る
例
が
挙
げ
ら
れ
る
。
崔
・
盧
・
李
・
鄭
・
王
の
五
大
名
門
集
団

内
部
で
の
交
換
婚
は
、
い
わ
ば
婚
姻
関
係
の
独
占
で
あ
り
、
門
閥
貴
族

の
地
位
を
維
持
し
強
固
に
す
る
有
効
な
手
段
で
あ
る
が
、
同
時
に
こ
の

グ
ル
ー
プ
化
婚
姻
は
、
か
え
っ
て
士
族
間
の
婚
姻
範
囲
を
縮
小
し
、
社

会
の
各
階
層
の
流
動
を
妨
げ
る
と
と
も
に
、
皇
族
と
名
門
と
の
通
婚
の

頻
度
を
減
ら
し
、
皇
帝
権
力
へ
の
威
嚇
と
も
な
っ
た
。

こ
の
状
況
に
直
面
し
て
、
唐
王
朝
の
統
治
者
は
、
一
方
で
は
当
時
た

い
へ
ん
重
ん
じ
ら
れ
た
門
地
の
観
念
を
抑
圧
し
な
が
ら
も
、
相
変
わ
ら

ず
異
な
る
階
層
間
で
の
通
婚
を
禁
止
し
て
い
た
こ
と
が
、
唐
代
の
法
制

資
料
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。『

唐
律
疏
議』
巻
一
四
、
戸
婚
律
に
、

諸
与
奴
娶
良
人
女
為
妻
者
、
徒
一
年
半
。
女
家
、
減
一
等
。
離
之
。

其
奴
自
娶
者
、
亦
如
之
。
主
知
情
者
、
杖
一
百
。
因
而
上
籍
為
婢

者
、
流
三
千
里
。
諸
雑
戸
不
得
与
良
人
為
婚
、
違
者
、
杖
一
百
。

官
戸
娶
良
人
女
者
、
亦
如
之
。
良
人
娶
官
戸
女
者
、
加
二
等
。
即

奴
婢
私
嫁
女
与
良
人
為
妻
妾
者
、
準
盗
論
。
知
情
娶
者
、
与
同
罪
。

各
還
正
之
。

と
あ
る
。
異
な
る
階
層
間
で
婚
姻
関
係
が
発
生
し
た
場
合
は
、
法
の
制

裁
を
受
け
な
く
て
は
な
ら
ず
、
唐
代
で
は
、
こ
の
よ
う
な

｢

族
際
内
婚

制｣

が
法
制
上
の
保
護
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

魏
晋
南
北
朝
時
代
か
ら
、
家
伝
・
系
譜
の
編
纂
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、

多
く
の
門
閥
貴
族
は
み
な
そ
れ
を
非
常
に
重
視
し
た
。
そ
の
編
纂
は
家

族
の
政
治
的
地
位
を
は
っ
き
り
と
示
し
て
保
証
し
、
さ
ら
に
は
強
固
な

も
の
と
す
る
重
要
な
手
段
で
あ
っ
た
。
官
修
氏
族
譜
の
編
纂
、
並
び
に

門
閥
貴
族
を
そ
の
中
に
等
級
付
け
る
こ
と
は
す
な
わ
ち
、
皇
帝
権
力
が

門
閥
貴
族
の
地
位
を
承
認
す
る
度
合
い
を
よ
り
い
っ
そ
う
強
く
示
し
て

お
り
、
こ
れ
は
紛
れ
も
な
く
一
門
の
政
治
的
地
位
の
変
動
に
対
し
て
、

は
か
り
知
れ
な
い
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
唐
朝
の
統
治
者
は
こ

の
方
法
を
利
用
し
よ
う
と
試
み
、
あ
ら
た
め
て
門
閥
貴
族
の
政
治
的
な

等
級
付
け
を
調
整
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
門
閥
勢
力
の
削
減
や
抑
圧
と
、

皇
帝
権
力
の
強
化
や
皇
族
の
社
会
的
地
位
の
向
上
と
を
ね
ら
っ
た
。

唐
朝
に
お
い
て
比
較
的
に
影
響
力
を
有
し
た
官
修
氏
族
譜
は
、
主
に

唐
・
太
宗
期
の

『

貞
観
氏
族
志』

と
高
宗
期
の

『

姓
氏
録』

で
あ
る
。

唐
が
建
国
さ
れ
て
ほ
ど
な
く
、
太
宗
は
早
く
も
問
題
の
重
要
性
に
気

付
き
、
山
東
士
人
の
こ
う
し
た

｢

通
婚｣

を
指
し
て

｢

甚
だ
教
義
を
傷

な
う
も
の｣

と
し
た
。
そ
こ
で
高
士
廉
ら
に
詔
し
て
、
姓
氏
を
正
し
、

『

氏
族
志』

を
編
纂
さ
せ
、
皇
族
を
第
一
等
、
外
戚
を
第
二
等
、
崔

(

民)

幹
を
第
三
等
と
し
た

(�)

。『

貞
観
氏
族
志』

は
、
山
東
士
人
の
地
位

を
貶
め
て
編
纂
し
た
が
、
結
果
か
ら
見
る
と
、
山
東
士
人
の
地
位
は
い

さ
さ
か
も
動
揺
し
な
か
っ
た
。『

氏
族
志』

は
皇
族
と
外
戚
を
一
位
・

二
位
に
列
し
て
、
わ
ず
か
に
皇
帝
権
力
の
威
信
を
打
ち
立
て
た
だ
け
で

あ
り
、
そ
の
本
質
は
依
然
と
し
て

｢

士
庶
を
別
つ｣

も
の
で
あ
っ
た
。

『

氏
族
志』
編
纂
の
結
果
は
、
事
実
上
、
皇
帝
権
力
の
地
位
の
再
確
認

と
山
東
士
人
の
地
位
の
再
強
固
で
あ
り
、
ま
た
制
度
上
か
ら
門
閥
貴
族

の
地
位
を
承
認
し
た
こ
と
は
、
皇
帝
権
力
の
門
閥
貴
族
に
対
す
る
妥
協
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で
も
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
唐
代
に
お
け
る
清
河
崔
氏
の
発
展
に
巨

大
な
推
進
力
を
与
え
た
こ
と
は
疑
い
な
く
、
ま
た
唐
中
後
期
に
お
け
る

崔
氏
の
政
治
的
地
位
向
上
の
重
要
な
条
件
と
も
な
っ
た
。

顕
慶
四
年

(

六
五
九)

九
月
編
纂
終
了
、
全
二
百
巻
の

『

姓
氏
録』

は
、『

貞
観
氏
族
志』

の
あ
と
を
継
い
だ
官
修
氏
族
譜
の
二
度
目
の
大

規
模
な
修
訂
で
あ
る
。
今
回
の
姓
氏
の
等
級
付
け
は
主
に
官
品
の
高
低

を
基
準
と
し
、
旧
来
の
士
族
の
順
位
を
打
破
し
て
、
門
閥
貴
族
の
政
治

的
地
位
に
い
く
ら
か
衝
撃
を
も
た
ら
し
た
。
し
か
し
、
門
閥
貴
族
の
地

位
は
、
決
し
て
あ
る
種
の
具
体
的
な
制
度
・
条
文
の
規
定
に
よ
る
の
で

は
な
く
、
そ
の
一
門
の
構
成
員
が
何
代
、
数
十
代
も
の
人
々
の
艱
難
辛

苦
を
通
じ
て
、
幾
重
に
も
蓄
積
し
、
形
成
・
発
展
さ
せ
て
き
た
も
の
で

あ
っ
て
、
社
会
に
対
す
る
そ
の
影
響
は
、
決
し
て
一
枚
の
政
令
に
よ
っ

て
消
し
去
ら
れ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
当
時
は

｢

王
妃
・
主

婿
皆
当
世
の�
貴
名
臣
の
家
よ
り
取
る
も
、
未
だ
嘗
て
山
東
旧
族
に
尚

さ
ず｣

と
い
う
風
潮
が
お
こ
り
、
あ
る
一
族
も

｢

姓
ご
と
に
其
の
房
望

を
第
し
、
一
姓
の
中
と
雖
も
、
高
下
懸
隔｣

し
、
ま
た

｢

宗
を
衰
え
譜

を
落
と
さ
ば
、
昭
穆
の
歯
さ
ざ
る
所｣

と
な
り
は
し
た
。
し
か
し
全
体

的
に
見
れ
ば
、
門
閥
貴
族
の
政
治
的
地
位
は
決
し
て
こ
の
た
め
に
弱
ま

る
こ
と
は
な
く
、『

姓
氏
録』

が
編
纂
さ
れ
て
ま
も
な
く
、｢

房
玄
齢
・

魏
徴
・
李
勣
復
た
与
に
昏
し
、
故
に
望
減
ぜ
ず｣

、｢

凡
そ
男
女
皆
潜
か

に
相
聘
娶
し
、
天
子
禁
ず
る
こ
と
能
わ
ず

(�)｣

、｢

関
東
の
魏
・
斉
の
旧
姓
、

皆
淪
替
す
と
雖
も
、
優
に
相
矜
尚
し
、
自
ら
婚
姻
を
為
す

(�)｣
と
い
う
局

面
が
現
出
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、｢

義
府
、
子
の
為
に
婚

を
求
む
る
も
得
ず
。
乃
ち
奏
し
て
隴
西
の
李
等
七
家
、
相
与
に
婚
を
為

す
を
得
ざ
ら
し
む

(�)｣

と
い
う
李
義
府
の
こ
の
建
議
は
直
ち
に
批
准
さ
れ
、

高
宗
は
す
ぐ
さ
ま
禁
婚
令
を
公
布
し
た
。
こ
の
禁
婚
令
に
つ
い
て
は
、

『

全
唐
文』

、『

新
唐
書』

、『

資
治
通
鑑』

等
に
記
載
が
あ
る
。『

全
唐
文』

巻
三
一
八
、
李
華｢

唐
贈
太
子
少
師
崔(

景�至)

公
神
道
碑｣

に
、

神
龍
中
、
申
明
旧
詔
、
著
之
甲
令
。
以
五
姓
婚
媾
冠
冕
天
下
、
物

悪
大
盛
、
禁
相
為
姻
。
隴
西
李
宝
之
六
子
・
太
原
王
瓊
之
四
子
・

�
陽
鄭
温
之
三
子
・
范
陽
盧
子
遷
之
四
子
・
盧
輔
之
六
子
・
公

(

清
河
崔
景�至)
之
八
代
祖
元
孫
之
二
子
・
博
陵
崔
懿
之
八
子
・

趙
郡
李
楷
之
四
子
。
士
望
四
十
四
人
之
后
、
同
降
明
詔
、
斯
可
謂

美
宗
族
人
物
而
表
冠
冕
矣
。

と
あ
り
、『

新
唐
書』

巻
九
五
、
高
倹
伝
に
、

詔
後
魏
隴
西
李
宝
・
太
原
王
瓊
、
・�
陽
鄭
温
・
范
陽
盧
子
遷
・

盧
渾
・
盧
輔
・
清
河
崔
宗
伯
・
崔
元
孫
・
前
燕
博
陵
崔
懿
、
晋
趙

郡
李
楷
、
凡
七
姓
十
家
、
不
得
自
為
昏
。

と
あ
る
ご
と
く

(�)
、『

新
唐
書』

に
は

『

全
唐
文』

の
記
述
に
加
え
て
盧

渾
・
崔
宗
伯
の
二
家
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
清
河
崔
氏
も
ま
た
禁
婚
の

範
囲
内
に
あ
り
、
ま
さ
し
く
唐
代
の
清
河
崔
氏
の
地
位
が
依
然
と
し
て

昔
と
変
わ
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
禁
婚
令
は
、
皇
帝

権
力
が
門
閥
貴
族
の
独
占
的
な
婚
姻
現
象
に
公
然
と
挑
戦
す
る
も
の
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
注
意
す
べ
き
は
、
こ
の
禁
令
の
中
に
も
な
お

｢

五

姓
婚
媾
冠
冕
天
下｣

と
見
え
、
こ
れ
は
皇
帝
権
力
に
よ
る
門
閥
貴
族
の

輝
か
し
い
地
位
に
対
す
る
承
認
で
あ
り
、
禁
令
は
五
姓
名
門
の
地
位
を
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確
認
な
い
し
向
上
さ
せ
る
明
文
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
さ
に
墓
誌

銘
に
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
禁
令
の
効
力
は

｢

美
宗
族
人
物
而

表
冠
冕
矣｣

と
称
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
五
姓
名
門
の
通
婚
が
形
成
す
る

強
大
な
勢
力
は
、
一
つ
の
禁
令
に
よ
っ
て
消
し
去
る
こ
と
の
で
き
る
も

の
で
は
な
か
っ
た
。

『

姓
氏
録』
の
あ
と
、
唐
朝
は
ま
た
幾
度
か
氏
族
譜
を
官
修
し
た
。

比
較
的
有
名
な
の
が
、
中
宗
の
神
龍
三
年

(

七
〇
七)

に
編
纂
を
開
始

し
、
玄
宗
の
開
元
二
年

(
七
一
四)

に
公
布
施
行
さ
れ
た

『

大
唐
姓
族

系
録』

や
、
憲
宗
の
元
和
七
年

(
八
一
二)

に
ま
と
め
ら
れ
た

『

元
和

姓
纂』

な
ど
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
皇
族
地
位
の
第
一
位
を
確
認
す
る
目

的
で
、｢

王
朝
権
力
に
依
拠
し
て
氏
族
の
秩
序
を
再
構
築
す
る
意
図
を

集
約
し
反
映｣

し
て
は
い
る
が

(�)
、
門
閥
貴
族
の
地
位
を
再
確
認
す
る
も

の
で
も
あ
っ
た
。
開
成
年
間

(

八
三
六
〜
八
四
〇)
の
初
め
、
文
宗
は

真
源
・
臨
真
の
二
公
主
を
士
族
に
降
嫁
さ
せ
よ
う
と
し
、
宰
相
に
、

｢

民
間
昏
姻
を
修
む
る
に
、
官
品
を
計
ら
ず
し
て
閥
閲
を
上
ぶ
。
我
家

二
百
年
天
子
た
り
。
顧
み
る
に
崔
・
盧
に
及
ば
ざ
ら
ん
や｣
と
述
べ
て

い
る

(�)

。
こ
の
こ
と
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
清
河
崔
氏
は
代
表
的
な
山

東
士
人
で
、
独
占
的
な
婚
姻
の
伝
統
は
唐
代
後
期
も
依
然
と
し
て
失
わ

れ
て
は
い
な
か
っ
た
。

『

旧
五
代
史』

巻
九
三
、
晋
書
、
李
専
美
伝
に
、

唐
太
宗
曾
降
詔
以
戒
其
弊
風
、
終
莫
能
改
。
其
間
有
未
達
者
、
必

曰

｢

姓
崔
・
盧
・
李
・
鄭
了
、
余
復
何
求
耶
。｣

其
遠
者
、
則�

在
天
表
、
夐
若
千
里
、
人
罕
造
其
門
、
浮
薄
自
大
、
皆
此
類
也
。

と
あ
る
。
官
修
氏
族
譜
は
門
閥
貴
族
の
政
治
的
地
位
に
あ
る
種
の
衝
撃

を
も
た
ら
し
た
が
、
長
い
年
月
を
か
け
て
作
ら
れ
た
そ
の
固
有
の
社
会

的
・
政
治
的
な
地
位
と
影
響
力
は
、
短
期
間
で
は
消
失
し
な
か
っ
た
。

以
上
の
分
析
を
通
じ
て
知
り
得
る
の
は
、
門
閥
貴
族
の
政
略
結
婚
は
、

唐
代
で
は
勢
い
を
削
が
れ
た
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
新
し
い
方
法
で
当

時
の
社
会
に
お
い
て
更
に
安
定
し
た
状
況
を
生
み
出
し
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
婚
姻
関
係
は
、
皇
帝
権
力
と
非
士
族
階
層
と
の
闘
争
の
中

で
、
時
に
は
強
ま
り
、
時
に
は
弱
ま
っ
た
。
統
治
者
は
名
門
の
通
婚
に

対
し
て
許
可
や
制
限
を
加
え
た
こ
と
で
、
中
央
と
門
閥
貴
族
と
の
間
で

相
互
に
補
い
合
う
態
勢
を
図
っ
た
が
、
全
般
的
な
発
展
の
勢
い
は
か
え
っ

て
毎
回
の
闘
争
の
後
で
さ
ら
に
強
ま
り
、
門
閥
貴
族
の
衰
亡
に
至
る
ま

で
続
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
趨
勢
が
作
ら
れ
た
原
因
は
、
巨
視

的
に
見
る
と
、
中
古
に
特
有
の
政
治
的
・
経
済
的
・
文
化
的
背
景
と
密

接
に
関
係
し
て
い
る
。
門
閥
貴
族
そ
れ
自
体
か
ら
考
え
れ
ば
、
婚
姻
に

対
す
る
心
理
に
つ
い
て
は
、
魏
晋
南
北
朝
の
長
期
間
に
わ
た
っ
て
の
政

略
結
婚
に
向
け
ら
れ
て
き
た
た
め
、
す
で
に
そ
こ
に
は
政
治
性
の
焼
印

が
押
さ
れ
て
お
り
、
一
方
、
政
略
結
婚
の
形
成
は
、
門
閥
貴
族
の
赫
赫

た
る
社
会
的
地
位
の
高
さ
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
。
翻
っ
て
考
え
れ

ば
、
政
治
と
婚
姻
が
強
く
結
び
付
く
の
は
、
よ
り
有
利
な
社
会
的
地
位

を
形
成
し
維
持
す
る
た
め
な
の
で
あ
り
、
つ
ま
り
唐
代
門
閥
貴
族
の
政

略
結
婚
の
趨
勢
が
強
大
化
す
る
の
は
、
彼
ら
の
社
会
的
地
位
と
婚
姻
関

係
と
が
長
い
間
相
互
に
連
動
し
た
結
果
で
あ
っ
た
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
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三

非
政
治
的
な
婚
姻
要
素

門
閥
貴
族
の
婚
姻
関
係
は
中
古
の
時
代
に
著
し
い
政
治
性
を
示
す
が
、

婚
姻
が
結
婚
行
為
の
実
現
と
夫
婦
関
係
の
締
結
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ

ば
、
そ
こ
に
は
非
政
治
的
な
要
素
も
存
在
し
た
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
本
章
で
は
、
そ
の
よ
う
な
意
味
で
の
婚
姻
本
来
の
性
質
に
つ
い
て
、

清
河
崔
氏
の
婚
姻
関
係
の
範
囲
内
で
、
主
に
同
姓
不
婚
や
近
親
婚
の
ほ

か
、
婚
姻
形
式
・
再
婚
・
結
婚
年
齢
な
ど
の
問
題
を
取
り
上
げ
て
み
た

い
。ま

ず
同
姓
不
婚
と
近
親
婚
の
問
題
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
。
唐
代
で
は
、

い
く
つ
か
の
婚
姻
の
パ
タ
ー
ン
が
法
で
規
制
さ
れ
て
い
た
。
上
記
に
掲

げ
た
異
な
る
家
格
間
で
の
結
婚
を
禁
ず
る
規
定
以
外
に
、『

唐
律
疏
議』

巻
一
四
、
戸
婚
律
に
、

諸
同
姓
為
婚
者
、
各
徒
二
年
、�思
麻
以
上
。
以
奸
論
。
若
外
姻
有

服
属
而
尊
卑
共
為
婚
姻
、
及
娶
同
母
異
父
姉
妹
、
若
妻
前
夫
之
女

者
、
亦
各
以
奸
論
。
其
父
母
之
姑
、
舅
、
両
姨
姉
妹
及
姨
、
若
堂

姨
、
母
之
姑
、
堂
姑
、
己
之
堂
姨
及
再
从
姨
、
堂
外
甥
女
、
女
婿

姉
妹
、
并
不
得
為
婚
姻
、
違
者
各
杖
一
百
。
并
離
之
。

と
あ
り
、
同
姓
不
婚
と
外
姻
尊
卑
の
禁
婚
を
明
確
に
規
定
し
て
い
る
。

清
河
崔
氏
の
婚
姻
範
囲
を
考
察
す
る
と
、
同
姓
お
よ
び
外
姻
尊
卑
と
婚

姻
関
係
を
結
ん
で
い
る
例
は
全
く
存
在
し
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
う
し
た

制
限
は
当
時
の
法
律
規
定
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
当
時
の
社
会
に
お
い

て
共
に
犯
す
べ
か
ら
ざ
る
理
念
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
清
河
崔
氏

が
こ
の
種
の
婚
姻
範
囲
の
制
限
を
越
え
て
い
な
い
の
は
、
そ
れ
と
門
閥

貴
族
の
持
つ
儒
教
的
な
家
風
と
が
密
接
に
関
係
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

礼
法
の
原
則
は
当
時
の
門
閥
貴
族
に
一
定
の
拘
束
力
を
持
っ
て
お
り
、

門
閥
貴
族
の
処
世
の
普
遍
的
な
原
則
で
も
あ
っ
た
。

婚
姻
形
式
の
面
で
は
、
清
河
崔
氏
は
南
北
朝
期
に
は
主
に
一
夫
一
妻

制
で
あ
っ
た
が
、
崔
浩
の
夫
人
に
河
東
柳
氏
と
二
人
の
太
原
郭
氏
が
い

た
よ
う
に
、
一
夫
多
妻
制
の
現
象
も
見
ら
れ
た
。
こ
の
ほ
か
、
清
河
崔

氏
が
南
北
朝
の
乱
世
の
中
で
、
南
北
間
を
比
較
的
頻
繁
に
移
動
し
た
こ

と
で
、
家
庭
関
係
も
甚
だ
不
安
定
と
な
っ
た
た
め
に
、
前
妻
が
い
て
も

後
妻
を
娶
っ
た
り
、
甚
だ
し
き
に
至
っ
て
は
前
妻
を
捨
て
る
と
い
う
現

象
も
出
て
き
た
。
崔
模
は
南
朝
に
仕
え
て
い
た
と
き
、
清
河
張
氏
を
娶

り
、
二
人
の
子
を
儲
け
た
。
後
に
北
魏
に
降
っ
て
太
武
帝
か
ら
金
氏
を

賜
り
、
ま
た
一
子
を
得
た
。
月
日
が
流
れ
、
前
妻
の
子
が
人
を
や
っ
て

崔
模
を
買
い
戻
そ
う
と
し
た
が
、
崔
模
は
帰
ら
な
か
っ
た

(�)

。
さ
ら
に
、

崔
僧
淵
の
よ
う
に
前
妻
房
氏
を
嫌
悪
し
て
、
新
た
に
平
原
杜
氏
を
娶
り
、

房
氏
を
捨
て
た
と
い
う
例
も
あ
る

(�)

。
こ
う
し
た
現
象
は
あ
る
特
定
の
時

代
の
産
物
と
い
え
よ
う
。

唐
代
に
入
り
、
清
河
崔
氏
の
中
に
は
依
然
と
し
て
一
夫
多
妻
の
現
象

も
存
在
し
て
い
た
。
例
え
ば
、
崔�
の
夫
人
は�
陽
鄭
氏
で
あ
る
が
、

他
に
別
妻
と
し
て�
陽
の
鄭
坦
の
娘
を
持
っ
て
い
た
。
ま
た
崔�
に
は

側
室
の
清
河
張
氏
が
お
り
、
崔
揆
に
は
側
室
の
上
党
樊
氏
が
い
た
。
し

か
し
、
こ
の
時
期
に
は
一
夫
一
妻
制
が
次
第
に
主
流
と
な
っ
て
き
て
い
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た
。
一
夫
一
妻
の
家
庭
の
中
で
は
、
ご
く
普
遍
に
再
婚
が
行
わ
れ
、
前

室
継
室
現
象
と
で
も
言
う
べ
き
状
況
を
呈
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
鄭
州

崔�甚
は
前
妻
が
清
河
張
氏
、
後
妻
が
広
平
宋
氏
、
崔
玄
籍
は
前
妻
が
渤

海
李
氏
、
後
妻
が
屈
突
氏
、
崔
志
は
前
妻
が
南
陽
趙
氏
、
後
妻
が
渤
海

刀
氏
、
許
州�
陵
房
の
崔
泰
は
前
妻
が
范
陽
盧
氏
、
後
妻
が
隴
西
李
氏
、

南
祖
の
崔
敬
嗣
は
前
妻
が
范
陽
盧
氏
、
後
妻
が�
陽
鄭
氏
、
清
河
大
房

の
崔
潜
は
前
妻
が
処
州
盧
氏
、
後
妻
が
竇
氏
、
崔
揆
の
父
は
前
妻
が
太

原
王
氏
、
後
妻
が
林
氏
、
清
河
小
房
の
崔�
は
前
妻
が�
陽
鄭
氏
、
後

妻
が
范
陽
盧
氏
、
崔
税
は
前
妻
・
後
妻
と
も
に�
陽
鄭
氏
、
崔
敏
は
前

妻
が�
陽
鄭
氏
、
後
妻
が
范
陽
盧
氏
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
現
象
を
生

み
出
す
原
因
は
、
①
当
時
の
医
療
水
準
が
比
較
的
低
く
、
女
性
の
寿
命

が
全
体
的
に
短
か
っ
た
こ
と
、
②
男
性
に
は
一
人
の
女
性
と
添
い
遂
げ

る
観
念
が
薄
か
っ
た
こ
と
、
③
子
孫
が
伝
承
す
る
の
は
、
門
閥
貴
族
や

時
人
の
共
通
の
観
念
で
、
後
妻
を
迎
え
る
こ
と
は
、
一
族
の
祭
祀
を
続

け
る
た
め
の
条
件
を
提
供
す
る
こ
と
な
ど
、
多
面
的
で
あ
る
。

結
婚
の
適
齢
の
規
定
に
関
し
て
は
、
か
ね
て
か
ら
記
載
が
一
様
で
な

く
、｢

男
は
三
十
に
し
て
娶
り
、
女
は
二
十
に
し
て
嫁
す｣

と
い
う
の

は
、
古
代
の
理
想
上
の
適
齢
と
い
う
だ
け
で
あ
る
。
幾
人
か
の
婚
姻
史

の
研
究
者
は
、
歴
代
の
結
婚
の
適
齢
の
記
載
を
総
括
し
て
、
歴
史
の
真

実
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
よ
う
と
し
た
。
仁
井
田
陞
氏
は

｢

唐
宋
時
代
の
婚

姻
適
齢
は
、
普
通
男
は
十
五
・
六
、
女
は
十
三
・
四
と
さ
れ
た
こ
と
が

わ
か
る

(�)｣

と
さ
れ
、
董
家
遵
氏
は

｢

男
は
十
六
歳
、
女
は
十
三
歳
と
い

う
の
が
、
実
に
歴
代
の
結
婚
年
齢
の
平
均
と
な
ろ
う

(�)｣

と
さ
れ
、
向
淑

云
氏
は

｢

唐
制
に
お
け
る

結
婚
年
齢
は
、
男
は
十
五

〜
二
十
歳
、
女
は
十
三
〜

十
五
歳
の
間
が
一
般
的
と

さ
れ
た
よ
う
で
あ
る

(�)｣

と

さ
れ
た
。
今
こ
れ
ら
の
結

論
に
立
脚
す
る
な
ら
ば
、

我
々
は
、
清
河
崔
氏
の
結

婚
年
齢
が
こ
う
し
た
基
準

に
符
合
し
て
い
る
か
否
か

を
一
目
瞭
然
に
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

下
の
表
は

『

唐
代
墓
誌

彙
編』

に
収
録
さ
れ
た
墓

誌
に
記
載
さ
れ
る
清
河
崔

氏
の
女
性
成
員
の
結
婚
年

齢
の
状
況
で
あ
る
。
こ
れ

ら
の
デ
ー
タ
を
採
用
す
る
理
由
は
、
①
清
河
崔
氏
の
男
性
成
員
の
結
婚

年
齢
に
関
す
る
記
録
が
基
本
的
に
存
在
し
な
い
こ
と
、
②

『

唐
代
墓
誌

彙
編』
所
収
の
墓
誌
は
時
代
的
な
偏
重
が
な
く
、
唐
代
の
各
時
期
に
お

け
る
重
要
人
物
を
網
羅
し
て
お
り
、
そ
の
中
か
ら
選
び
取
っ
た
資
料
は

自
然
の
サ
ン
プ
ル
と
し
て
適
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
表
の
十
二
例
の

女
性
の
結
婚
年
齢
は
、
平
均
し
て
二
一
歳
と
、
全
体
的
に
当
時
の
女
性
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清河崔氏女性成員結婚年齢表
清河崔氏 嫁ぎ先 結婚年齢 出 典
崔�至女 源氏 19 『唐代墓誌彙編』 開元050
崔群女 范陽盧緘 24 『唐代墓誌彙編』 大中128

崔氏女无生忍 嗣曹王李皋 19 『唐代墓誌彙編』 貞元093・094
崔氏女 河東裴簡 24 『唐代墓誌彙編』 元和073
崔氏女元二 范陽盧� 21 『唐代墓誌彙編』 元和053
崔恪長女上真 隴西李氏 20 『唐代墓誌彙編』 順天004
崔亮女霞 彭城桂休源 16 『唐代墓誌彙編』 開成013
崔�其 �陽鄭氏 35 『唐代墓誌彙編』 咸通005
崔丕女 范陽盧約 18 『唐代墓誌彙編』 咸通057
崔氏女柔儀 封氏 17 『唐代墓誌彙編』 垂拱047
崔済女 范陽盧氏 19 『唐代墓誌彙編』 貞元097
崔氏女曼殊 京兆王氏 20余 『唐代墓誌彙編』 開元428



の
結
婚
年
齢
の
基
準
よ
り
高
め
で
あ
る
。
個
々
の
結
婚
年
齢
で
は
最
低

が
一
六
歳
で
、
や
は
り
一
三
〜
一
五
歳
と
い
う
結
婚
年
齢
基
準
に
符
号

し
な
い
。
さ
ら
に
一
例
は
三
五
歳
に
ま
で
達
し
て
お
り
、
清
河
崔
氏
の

女
性
成
員
が
全
体
的
に
見
て
晩
婚
型
に
属
す
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
現
象
を
造
り
出
す
具
体
的
な
原
因
に
つ
い
て
確
定
す
る
方

法
は
な
い
が
、
清
河
崔
氏
一
族
の
家
風
が
婚
姻
に
具
体
的
な
作
用
を
及

ぼ
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

以
上
、
こ
れ
ら
の
面
は
政
治
性
以
外
の
婚
姻
要
素
に
属
す
る
も
の
で

あ
る
が
、
中
古
と
い
う
時
代
の
特
色
と
清
河
崔
氏
の
果
た
し
た
歴
史
的

役
割
と
に
よ
っ
て
、
こ
う
し
た
婚
姻
要
素
は
、
依
然
と
し
て
当
時
の
経

済
・
政
治
・
文
化
と
関
連
性
を
有
し
、
時
代
の
影
響
を
免
れ
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。

む
す
び

婚
姻
関
係
は
門
閥
貴
族
の
発
展
の
中
で
重
要
な
位
置
を
占
め
、｢

山

東
士
族
、
例
以
修
持
門
閥
比
校
婚
媾
為
光
大

(�)｣
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、

門
閥
貴
族
の
地
位
を
構
成
す
る
重
要
な
一
因
で
も
あ
っ
た
。
清
河
崔
氏

を
代
表
的
な
中
古
の
門
閥
貴
族
と
し
た
の
は
、
政
治
・
経
済
・
文
化
的

意
義
に
よ
っ
て
、
婚
姻
関
係
に
そ
の
典
型
的
な
性
格
が
見
ら
れ
た
か
ら

で
あ
る
。
中
古
の
門
閥
貴
族
の
婚
姻
関
係
と
政
治
的
地
位
の
高
低
と
は

一
貫
性
を
有
し
て
い
た
。

唐
代
の
門
閥
貴
族
の
婚
姻
関
係
は
、
南
北
朝
時
代
と
比
較
す
る
と
、

い
く
つ
か
の
共
通
点
だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に
新
た
な
特
徴
も
見
出
す
こ

と
が
で
き
る
。

共
通
点
は
以
下
の
四
点
で
あ
る
。
ま
ず
第
一
に
、
婚
姻
の
政
治
性
が

一
貫
し
て
中
古
に
お
け
る
門
閥
貴
族
の
婚
姻
関
係
の
核
た
る
部
分
で
あ

り
、
こ
れ
は
中
古
の
特
定
の
政
治
・
経
済
・
文
化
的
背
景
と
密
接
に
関

わ
る
だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に
門
閥
貴
族
の
婚
姻
に
は
た
ら
く
心
理
の
方

向
性
と
、
婚
姻
関
係
と
社
会
的
地
位
と
の
連
動
性
な
ど
と
い
っ
た
要
素

の
影
響
を
受
け
た
こ
と
。
第
二
に
、
こ
の
よ
う
な
政
略
結
婚
は
、
他
の

時
期
に
お
い
て
も
政
府
の
保
護
と
承
認
を
得
た
が
、
そ
れ
と
同
時
に
ま

た
統
治
者
に
よ
る
こ
れ
ま
で
以
上
の
圧
力
を
受
け
る
こ
と
に
も
な
っ
た

こ
と
。
北
魏
の
崔
浩
の
国
史
事
件
や
、
唐
代
の
官
修
氏
族
譜
お
よ
び
禁

婚
令
の
よ
う
に
、
形
式
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
も
の
の
、
本
質
的
に
目
的

は
同
じ
で
あ
っ
た
。
第
三
に
、
清
河
崔
氏
の
婚
姻
範
囲
の
中
で
、
同
姓

間
と
外
姻
尊
卑
の
婚
姻
の
例
が
全
く
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
。
こ
れ
は

儒
教
的
教
養
を
持
つ
門
閥
貴
族
の
家
風
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
た
。
最

後
に
、
婚
姻
の
形
式
上
、
一
夫
一
妻
制
を
主
と
し
た
が
、
一
夫
多
妻
の

現
象
も
存
在
し
た
こ
と
で
あ
る
。

一
方
、
相
違
点
と
は
、
南
北
朝
時
代
の
清
河
崔
氏
の
婚
姻
関
係
に
は

同
郡
内
で
の
通
婚
例
と
世
代
間
で
の
通
婚
例
が
あ
り
、
こ
う
し
た
現
象

は
み
な
政
治
的
な
同
盟
の
需
要
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
る
が
、
唐
代
に

お
け
る
政
略
結
婚
の
趨
勢
は
さ
ら
に
強
ま
り
、
そ
の
う
え
清
河
小
房
の

よ
う
に
婚
姻
範
囲
が
個
々
の
房
支
に
集
中
す
る
現
象
が
現
れ
た
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
現
象
は
、
門
閥
貴
族
の
婚
姻
関
係
と
政
治
的
地
位
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の
保
持
と
の
利
害
が
一
致
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
そ
れ
に

加
え
て
、
唐
代
の
門
閥
貴
族
間
の
政
略
結
婚
は
グ
ル
ー
プ
化
の
特
徴
を

示
し
、
主
に
崔
・
盧
・
李
・
鄭
・
王
の
五
大
名
門
集
団
内
部
で
の
相
互

交
換
婚
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
名
門
間
の
巨
大
通
婚
集
団
の
勢
力

と
影
響
は
、
南
北
朝
よ
り
も
さ
ら
に
強
大
な
も
の
と
な
り
、
そ
れ
は
門

閥
貴
族
の
地
位
を
維
持
し
、
か
つ
強
固
な
も
の
と
す
る
有
効
な
手
段
で

あ
る
と
同
時
に
、
か
え
っ
て
婚
姻
関
係
に
対
す
る
一
種
の
独
占
と
も
な

り
、
士
族
間
の
婚
姻
範
囲
を
縮
小
し
て
社
会
の
各
階
層
の
流
動
を
妨
げ
、

し
か
も
皇
族
と
名
門
と
の
通
婚
の
頻
度
を
低
下
さ
せ
、
ひ
い
て
は
皇
帝

権
力
を
も
お
び
や
か
す
結
果
を
も
た
ら
し
た
。
政
略
結
婚
は
、
門
閥
貴

族
の
地
位
を
維
持
し
強
固
に
す
る
た
め
に
積
極
的
な
作
用
を
果
た
し
た

が
、
時
に
は
危
機
を
も
も
た
ら
し
た
。
い
っ
た
ん
あ
る
一
族
が
政
治
的

危
機
に
立
た
さ
れ
る
と
、
そ
れ
と
通
婚
関
係
に
あ
る
一
族
も
何
ら
か
の

巻
き
添
え
を
受
け
る
危
険
性
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
は

北
朝
に
す
で
に
見
ら
れ
、
崔
浩
の
国
史
事
件
は
、

清
河
崔
氏
無
遠
近
、
范
陽
盧
氏
、
太
原
郭
氏
、
河
東
柳
氏
、
皆
浩

之
姻
親
、
尽
夷
其
族
。

と
あ
る
よ
う
に

(�)

、
政
略
結
婚
の
負
の
反
応
が
も
た
ら
し
た
深
刻
な
結
果

で
あ
っ
た
。

門
閥
貴
族
の
婚
姻
の
政
治
性
は
、
彼
ら
の
政
治
的
・
社
会
的
地
位
な

ど
の
要
素
と
の
関
連
以
外
に
、
そ
の
時
の
国
家
政
策
の
方
向
性
と
大
き

く
関
連
し
て
い
る
。
こ
の
点
か
ら
言
え
ば
、
中
古
に
お
け
る
門
閥
貴
族

の
婚
姻
関
係
は
、
す
で
に
当
時
の
政
治
情
勢
の
一
環
に
組
み
入
れ
ら
れ

て
い
た
の
で
あ
り
、
一
家
・
一
戸
の
レ
ベ
ル
で
決
定
で
き
る
も
の
で
は

な
く
な
っ
て
い
た
。

中
古
の
門
閥
貴
族
の
婚
姻
関
係
の
研
究
に
お
い
て
は
、
そ
の
政
治
性

も
重
要
な
側
面
で
は
あ
る
が
、
婚
姻
と
は
結
婚
行
為
の
実
現
と
夫
婦
関

係
の
締
結
で
あ
り
、
そ
れ
自
体
、
本
来
は
非
政
治
的
な
性
格
の
も
の
で

あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
従
来
の
研
究
で
は
そ
の
よ
う
な
婚
姻
本
来
の

様
相
は
見
落
と
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
。
今
後
は
、
中
古
の
門
閥
貴
族
の

婚
姻
関
係
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
特
定
の
時
代
に
お
け
る
婚
姻

の
政
治
性
を
重
点
的
に
研
究
す
る
だ
け
で
な
く
、
非
政
治
性
の
婚
姻
要

素
も
併
せ
て
分
析
し
、
中
古
の
門
閥
貴
族
の
婚
姻
関
係
の
全
貌
を
明
示

す
る
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

注(

１)

本
文
で
採
用
し
た

｢

中
古｣

の
時
代
範
囲
は
、
魏
晋
南
北
朝
隋
唐
時
期
を

指
す
。
毛
漢
光
氏
の

『

中
国
中
古
社
会
史
論』

(

上
海
書
店
出
版
社
、
二
〇
〇

二
年
十
二
月)

に
、｢

本
書
所
謂

｢

中
古｣

、
是
指
東
漢
献
帝
建
安
至
唐
昭
宗

天
祐
年
間

(

公
元
一
九
七
〜
九
〇
六)｣

と
あ
り
、
筆
者
は
こ
れ
に
倣
っ
た
。

(

２)

陳
寅
恪

『

唐
代
政
治
史
述
論
稿』

中
篇

｢

政
治
革
命
及
党
派
分
野｣

(

三
聯

書
店
、
一
九
五
六
年
二
月)

七
一
頁
。

(

３)

毛
漢
光

『

中
国
中
古
社
会
史
論』

は
、
総
体
的
に
中
古
の
士
族
を
研
究
し

た
意
欲
作
で
あ
る
。
本
書
全
体
の
分
析
の
中
で
、
清
河
崔
氏
は
重
要
な
案
件

の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
第
七
篇

｢

中
古
山
東
大
族
著
房
之
研
究｣

に

は
、
清
河
崔
氏
諸
房
の
分
析
や
、
唐
代
に
お
け
る
清
河
崔
氏
の
禁
婚
家
の
分

析
が
あ
り
、
中
古
の
清
河
崔
氏
の
婚
姻
関
係
の
研
究
に
関
し
て
、
学
術
的
な

方
向
性
を
持
つ
。
向
淑
云『

唐
代
婚
姻
法
与
婚
姻
実
態』

(

台
湾
商
務
印
書
館
、
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一
九
九
一
年
十
一
月)

は
、
唐
代
に
お
け
る
婚
姻
法
と
婚
姻
実
態
の
関
係
の

過
程
を
論
述
す
る
中
で
、
清
河
崔
氏
を
研
究
対
象
と
し
て
多
く
取
り
上
げ
て

お
り
、
こ
こ
か
ら
清
河
崔
氏
の
唐
代
に
お
け
る
婚
姻
関
係
の
連
な
り
を
見
て

取
る
こ
と
が
で
き
る
。
大
陸
の
学
者
で
清
河
崔
氏
の
婚
姻
関
係
に
つ
い
て
主

に
研
究
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
劉
馳

『

従
崔
・
盧
二
氏
的
婚
姻
締
結
看
北

朝
漢
人
士
族
地
位
的
変
化』

(『

中
国
史
研
究』

、
一
九
八
七
年
第
二
期)

が
あ

り
、
清
河
崔
氏
・
博
陵
崔
氏
・
范
陽
盧
氏
の
三
つ
の
門
閥
貴
族
を
例
と
し
、

そ
の
婚
姻
関
係
の
統
計
分
析
を
通
し
て
、
特
に
北
魏
・
東
魏
・
北
斉
期
の
姻

戚
関
係
の
変
化
は
、
北
朝
の
漢
人
士
族
や
名
門
の
政
治
的
・
経
済
的
・
社
会

的
地
位
の
高
低
と
胡
族
政
権
の
統
治
者
と
の
間
の
関
係
の
変
化
を
反
映
し
て

い
る
こ
と
を
示
し
た
。
高
詩
敏

『

北
朝
清
河
崔
氏
的
曲
折
発
展
及
其
特
征』

(『

首
都
師
範
大
学
学
報

(

社
会
科
学
版)』

二
〇
〇
〇
年
第
二
期)

は
総
体
的

に
清
河
崔
氏
の
北
朝
に
お
け
る
政
治
的
地
位
、
婚
姻
関
係
と
一
族
の
移
動
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。
陳
爽

『

世
家
大
族
与
北
朝
政
治』

(

中
国
社
会
科
学

出
版
社
、
一
九
九
八
年
十
二
月)

第
二
章
第
五
節

｢

北
魏

｢

四
姓｣

的
確
立

与

｢

五
姓｣

婚
姻
集
団
的
形
成｣

お
よ
び
高
詩
敏

『
有
関
北
朝
博
陵
崔
氏
的

几
个
問
題』

(『

首
都
師
範
大
学
学
報(

社
会
科
学
版)』
一
九
九
八
年
第
五
期)

も
清
河
崔
氏
の
婚
姻
関
係
の
問
題
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。

(

４)

王
伊
同

『

五
朝
門
第』

(

香
港
中
文
大
学
出
版
社
、
一
九
七
八
年
重
刊
第
一

版)

一
八
頁
。

(

５)

董
家
遵
著
、
卞
恩
才
整
理

『

中
国
古
代
婚
姻
史
研
究』

中
篇

『

中
国
的
内

婚
制
与
外
婚
制』

第
三
章

｢

族
際
的
内
婚
制｣

(

広
東
人
民
出
版
社
、
一
九
九

五
年
九
月)

。

(

６)

隋
唐
士
族
の
政
治
的
・
経
済
的
・
社
会
的
な
地
位
に
関
し
て
は
、
隋
唐
社

会
構
造
を
研
究
す
る
上
で
意
見
が
分
か
れ
る
最
大
の
問
題
で
あ
り
、
唐
代
の

士
族
に
つ
い
て
消
極
的
な
見
方
を
す
る
研
究
者
も
い
る
。
例
え
ば
、
烏
廷
玉

は
、
唐
代
士
族
は
政
治
上
で
は
既
に
大
き
な
影
響
力
を
持
た
な
か
っ
た
と
し

(｢

唐
代
士
族
地
主
与
庶
族
地
主
的
歴
史
地
位｣

『

中
国
史
研
究』

一
九
八
〇
年

一
期)

、
瞿
林
東
は
、
唐
初
の
百
年
ほ
ど
の
間
に
、
士
庶
の
闘
争
は
次
第
に
緩

和
さ
れ
、
そ
の
格
差
も
次
第
に
縮
小
さ
れ
て
い
っ
た
と
し(｢

唐
代
譜
学
簡
論｣

『

中
国
史
研
究』

一
九
八
一
年
一
期)

、
何
燦
浩
は
、
唐
の
士
族
は
外
面
的
に

は
栄
華
を
極
め
て
い
て
も
内
実
は
そ
う
で
は
な
く
、
そ
の
発
展
と
復
興
は
、

滅
び
る
寸
前
に
一
時
的
に
そ
う
見
え
た
に
過
ぎ
ず
、
最
後
に
は
唐
末
に
消
滅

し
た
と
し
て
い
る

(｢

関
于
唐
代
士
族
問
題
的
管
見｣

『

寧
波
師
院
学
報』

一

九
八
七
年
一
期)

。
こ
れ
に
対
し
て
筆
者
は
、
隋
・
唐
に
入
っ
て
士
族
に
は
、

政
治
的
・
経
済
的
・
文
化
的
な
方
面
で
一
連
の
新
た
な
変
化
が
明
ら
か
に
生

じ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
変
化
は
挑
戦
で
あ
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
好
機
で

も
あ
り
、
士
族
は
社
会
的
地
位
を
保
ち
つ
つ
、
新
た
な
姿
で
隋
唐
社
会
に
現

れ
た
と
考
え
る
。(

拙
稿

｢

隋
唐
世
家
大
族
政
治
社
会
地
位
変
遷
研
究｣

日
本

『

唐
代
史
研
究』

七
、
唐
代
史
研
究
会
、
二
〇
〇
四
年
八
月)

。

(

７)
『

新
唐
書』

巻
七
二
下
、
宰
相
世
系
表
二
下
に
、｢

崔
氏
定
著
十
房
、
一
曰

鄭
州
、
二
曰�
陵
、
三
曰
南
祖
、
四
曰
清
河
大
房
、
五
曰
清
河
小
房
、
六
曰

清
河
青
州
房
、
七
曰
博
陵
安
平
房
、
八
曰
博
陵
大
房
、
九
曰
博
陵
第
二
房
、

十
曰
博
陵
第
三
房｣

と
あ
る
う
ち
、
先
の
六
房
は
清
河
崔
氏
、
後
の
四
房
は

博
陵
崔
氏
に
属
す
。

(

８)
『

隋
書』

巻
七
六
、
文
学
・
崔�
伝
。

(

９)

本
文
所
引
の

『

唐
代
墓
誌
彙
編』

は
全
て
周
紹
良
主
編

『

唐
代
墓
誌
彙
編』

(

上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
二
年
十
一
月)

を
用
い
る
。
以
下
、
明
記
は
省

略
す
る
。

(�)
『

旧
唐
書』

巻
六
五
、
高
士
廉
伝
。

(�)
『

新
唐
書』

巻
九
五
、
高
倹
伝
。

(�)
『

旧
唐
書』

巻
八
二
、
李
義
府
伝
。

(�)
『

旧
唐
書』

巻
八
二
、
李
義
府
伝
。

(�)
『

資
治
通
鑑』

巻
二
〇
〇
、
唐
・
高
宗
・
顕
慶
四
年
条
に
も
同
様
の
記
事
が

あ
る
。

(�)
池
田
温

『
唐
朝
氏
族
志
研
究

関
于

｢

敦
煌
名
族
志｣

残
巻』

(

劉
俊
文

― 64 ―



主
編
、
夏
日
新
・
韓
昇
・
黄
正
建
等
訳

『

日
本
学
者
研
究
中
国
史
論
著
選
訳』

第
四
巻

『

六
朝
隋
唐』

中
華
書
局
、
一
九
九
二
年
七
月)

六
六
四
頁
。

(�)
『

新
唐
書』

巻
一
七
二
、
杜
兼
附
子
中
立
伝
。

(�)
『

魏
書』

巻
二
四
、
崔
玄
伯
伝
、『

北
史』

巻
二
四
、
崔
逞
伝
。

(�)
『

魏
書』

巻
二
四
、
崔
玄
伯
伝
。

(�)
仁
井
田
陞

『

中
国
身
分
法
史』

(

東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
四
二
年
一
月)

五
五
〇
頁
。

(�)
董
家
遵
著
、
卞
恩
才
整
理『

中
国
古
代
婚
姻
史
研
究』

(

広
東
人
民
出
版
社
、

一
九
九
五
年
九
月)
二
三
九
頁
。

(�)
向
淑
云

『

唐
代
婚
姻
法
与
婚
姻
実
態』

(

台
湾
商
務
印
書
館
、
一
九
九
一
年

十
一
月)

五
八
頁
。

(�)
『

唐
代
墓
誌
彙
編』

咸
通
〇
五
七
、
咸
通
丁
亥

(

八
年)

二
月
二
日
、｢

唐

故
太
子
司
議
郎
分
司
東
都
范
陽
盧(
訳)
府
公
夫
人
清
河
崔
氏�付
葬
墓
誌
銘｣

。

(�)
『

魏
書』

巻
三
五
、
崔
浩
伝
。

【
訳
者
付
記
】

①

本
訳
稿
に
用
い
た

｢

門
閥
貴
族｣

の
語
は
、
原
文
で
は

｢

世
家
大
族｣

で

あ
る
が
、
日
本
の
学
界
に
一
般
的
な
呼
称
に
改
め
た
。

②

本
訳
稿
に
頻
出
す
る

｢

中
古｣

は

｢

魏
晋
南
北
朝
隋
唐
時
代｣

を
指
す
。

日
本
の
学
界
で
は
馴
染
み
が
な
い
が
、
著
者
自
身
が
注

(

１)
を
付
し
て
い

る
の
で
、
原
文
の
呼
称
を
残
し
た
。(

著
者�
中
国
南
開
大
学
歴
史
学
院
講
師)

(

訳
者�
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
在
籍

中
国
北
京
大
学
歴
史
学
系
留
学
中)
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